
子どもが安心して過ごせる環境安心して過ごせる環境安心して過ごせる環境安心して過ごせる環境が、自由に自分を表

現することができ自尊感情を育てる土台土台土台土台となります。
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安心感 〇自分は守られているという「安心感」の基で、人を信じることと自分を信じることの基礎作りをする。
〇自発的な遊びから好奇心が生まれ「やってみたい」という意欲や「楽しかった」という充実感を味わうことが大事である。

【事例】着替えや身の回りの始末を終えた子どもたちが、興味のある場所へと動き出し自分のしたい遊びに取り組んでいた。クラスの子どもが全員揃った頃、保育者が「おにごっこしようか」と声をかけた。それぞれ遊んでいた場所を離れて周りに集まり保育者と一緒に「おにごっこ」が始まった。しばらく遊んでいると片付けの時間になった。・やりたい遊びを選び自分なりに取り組もうとしている［表出・発揮］・自分のやりたいことを最後までやり遂げたことに、達成感や満足感を味わっている［実現・決定］
〇一人一人が集団の中で輝くためには、他者と関わり、物事を進めていく体験が重要である。
〇物事や人との関わりの中で自分の思いを表現し、認められることにより自分は大切にされていることを感じる。

子どもの意欲や自信が引き出され

自尊感情の高まりにつながる

①環境構成や援助がなく、その時だけの遊びで終わる。〈単発の体験でなく、経験を積み重ねる〉［表出・発揮］②適切な環境構成や援助が見られる。〈環境により思いや考えを実現する〉［実現・肯定］③経験を読み取って次の遊びにつなげる。〈経験を積み重ね自分に自信をもつ〉［自信・決定］
園所では、子どもの自発的な活動としての遊びを十分に確保することが何よりも必要です。【事例】を明日の活動につなげるためにはどのような環境構成と保育者の援助が必要でしょうか。自尊感情の醸成には子ども自身の［表出］［肯定］［発揮］［実現］［自信］［決定］などが大きく関わります。主体的な活動（遊び）の中で様々な経験を通して、自尊感情が芽生え醸成されていくことを考え、自発活動を振り返ってみましょう。 【例例例例】□ゆったりとした時間と空間□見守られているという安心感□自分の選択が尊重される環境□遊びの面白さや楽しさを共有できる人の存在□目的をもって取り組み、出来た喜びを味わえる活動□思いや考えを実現するために必要な用具や道具

しっかりした土台が、自尊感情を醸成します。
自尊感情を高めるためには、子どもの思いや考えを発揮した遊びを尊重し、満足感・達成感が得られる自発活動を支えることが大事です。環境や保育者の関わりが適切であるか右の【例】でチェックしてみましょう。

【事例】から自尊感情の育ちを評価してみよう。

◇一方的な言葉がけにより保育者の思い通りに進めようとしていないでしょうか。愛情をもって応答的、受容的な関わりに努め、子どものよさや持ち味を理解することが大切です。活動の主体は子どもであることを再確認しましょう。活動の主体は子どもであることを再確認しましょう。活動の主体は子どもであることを再確認しましょう。活動の主体は子どもであることを再確認しましょう。

主体的な活動
自分の思いを発信し自己実現に向かっているかを読み取り、適切な援助を行いながら、次の活動につなげる。

経験から自尊感情を読み取り遊びにつなぐ〈 〉子どもの経験[ ]自尊感情の育ち
① 遊び 遊び② 遊び 経験③ 経験 遊び 経験 遊び 子どもの「面白い、楽しい」という気持ちを読み取り、充実感が得られる環境を構成する。興味関心を読み取り次の活動につなぐ。 遊び・子どもが生み出す活動・保育者が設定した活動環境構成保育者の援助

大事なポイント 〇子どもに求めていませんか。・物事への正確さや取り組む速さ・保育者の指示通りに行う・保育者の考えや評価に合わせるなど〇気付いていますか。・友達への思いやり行動気持ちを理解し、思いやる行動は人との関わりを深めます。タイミングを見逃さず受け止めることが大事です。
保育者の見方・考え方から自発活動を振り返る保育者の見方・考え方から自発活動を振り返る保育者の見方・考え方から自発活動を振り返る保育者の見方・考え方から自発活動を振り返る

自発活動で育む自尊感情自発活動で育む自尊感情自発活動で育む自尊感情自発活動で育む自尊感情
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